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浜松医療センターにおけるメデイカルバースセンター 3年間の歩み

浜松医療センターメデイカルバースセンター副看護長

新田京子

1. はじめに

メデイカルバースセンター （以下バースセンター、通称“めばえ＂ ）は2009年4月1日に開設した助

産師主祁型の施設である。妊娠経過中に医師がローリスクと判断し、妊婦の希望があればバースセン

ター助産師外来で健診し分娩を行う 。妊婦健診は医師とのチーム健診という形をとり、周産期センター

(MFICU ・ NICU)内に設置されているので医療介入が必要な場合も迅速な対応が出来るのも特色の一

つである。開設後から稼働した母乳外来も年々受診者数も増え、産後までの継続ケアも充実しつつある。

妊婦健診のシステム 母乳外来実施件数
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開設から2011年3月31日の3年間にバースセンターで分娩を行った症例に対して安全に妊娠、分娩、

産褥が終了できたか、次の3点について検証した。(1)バースセンターで分娩予約をしたがハイリスクと

判断され周産期センターでの分娩となった症例の解析 (2)バースセンターで分娩となった症例の周産期

事象（分娩方式、会陰裂偽や切開、出血巌、児のAPGARスコア） （3）当院周産期センターでの分娩と

の比較

2 結果

(1)バースセンターで分娩予約したが、ハイリスクと判断され周産期センターでの分娩となった症例 ：

当院における 3年間の総分娩数は3444例、そのうちバースセンターを予約したのは909例 (26.4%)

であった。909例中妊娠37週の医師の妊婦健診におけるロ ーリスク判定までに逸脱したのは60例

(6.6%）、妊娠40週の医師のローリスク判定で逸脱したのは46例 (5.0%）分娩経過中に逸脱したのは

41例 (4.5%）であった。妊娠37週以前の逸脱60例の理由は、 FGR20例 (33.3%）、 PIHlO例 (16.6%）、

切迫早産7例 (11.6%）であった。筋腫合併も 2例あった。分娩経過中の逸脱41例の理由は発熱 ．感

染11例 (26.8%）、 NRFSlO例 (24.3%）、早期産5例 (12.1%）であった。

(2)バースセンターで分娩となった症例の周産期事象

3年間におけるバースセンタ ーでの分娩数は755例、当院総分娩数の21.9％であった。分娩様式は

正常分娩743例 (98.4%）、異常分娩12例 (1.59%）であった。会陰裂偏や切開の割合は、無裂偏また

は I度が32.3%、II度55.2%、切開11.9％であった。分娩時平均出血歴は610.9ml、出血1000ml以上が

114例 (15.1%）であった。アプガールスコア 1分値が7点以下は27例 (3.6%）、 5分値7点以下は6
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例 (0.8%)であった。

(3)当院周産期センター分娩 (23年度）との比較

当院周産期センタ ー分娩と比較した結果、 1000ml以上の出血は周産期センター分娩の方が多く、

有意差も認められた。周産期センター内での会陰裂偏、切開の割合を平成18年度の成絹と比較すると、

18年度の裂楊なしは6.4%、I度は4.9％であったが平成23年度は裂但なし10.1%、 I度は13.4％であり

バースセンターが開設したことで変化も見られた。

バースセンターと周産期センターでの
分娩様式の比較
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バースセンターと周産期センターの分娩結果比較

パースセンター 周産期センター

経腟分娩 755洞） （平成23年度、 P恒

経腟分逹． 694例）
平均出血云 ml 610. 9 664. 5 P=O 02 

出血50Cml未満 390 (51 6%) 285(41. 1%) P<O 01 
500-1000ml 251 (33. 2'1i) 304(43. 8%) P<O 01 
1000ml以上 114(15 0%) 105(15 1%) P= 0 98 
AP7以下 1分 27 (3. 5%) 57(8. 2%) P<O 01 

AP7以下 5分 6(0. 7%) 11 (1. 6%) P=O 16 
促進案の伎用 122(16 1%) 177(25 5%) P<O 01 

3. 考察

バースセンター分娩件数と医師介入数

300 

→85---——一275
250 

/ .. お8----.233

件200ト一→産プ ／＇／
数
~ 150 直

包100

50 

2009 2010 
年度

2011 

→•一分娩件数

,•医邸介入数

【会陰裂傷、切開の割合 ：比較】
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バースセンタ ーでの急速遂娩は少なく、分娩時出血批、児のアプガールスコアからも安全に分娩が行

われていることがわかった。また、会陰裂協の有無の結果からもバースセンターができたことで周産期

センター全体が助産技術を高めたいという意識の向上にもつながった。課題としては、 ①妊娠40週の判

定で逸脱し予定日超過となった事例に対する助産指蒻の在り方を見直す必要がある、②分娩前後医療介

入が必要な例が全体の 3分の 2であるため、助産技術、診断力の研鐙が必要である③逸脱の原因が筋腫

合併など不適切な症例もあった。医師、助産師の入れ替わりが多く、周産期センタースタッフ全員にバー

スセンターのシステムを理解してもらうためには時間とコミュニケーションが必要である、という点が

挙げられる。

4. まとめ

経過良好であれば、最大7回が助産外来での妊婦健診となり、医師の外来負担軽減につながる。安全、

安心な医療、助産の提供が続けていけるようにスタッフ各々の自己研鎖とともに院内教育を充実させる

必要がある。周産期のあらゆる場面に対応できる助産師育成をめざし、院内のキャリアラダーを構築す

るとともに、今後、開業助産師を受け入れる助産師オープンシステムも検討していきたい。
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